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一
般
質
問

11
名
が
登
壇 

市
政
を
問
う

＊
こ
の
一
般
質
問
は
６
月
15
日
と
16
日
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

問
選
挙
公
約
の
う
ち
「
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
」
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か

答
地
震
・
津
波
な
ど
の
被

害
か
ら
住
民
を
守
る
避

難
手
段
の
早
急
な
整
備
や
、
さ

ま
ざ
ま
な
自
然
災
害
時
に
迅
速

に
対
応
で
き
る
行
政
組
織
の
再

構
築
が
課
題
で
す
。

問
「
産
業
振
興
発
展
と
働

く
場
所
の
確
保
に
つ
い

て
」
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か

答
商
工
会
や
金
融
機
関
と

協
力
し
な
が
ら
、
市
内

の
創
業
・
企
業
に
対
す
る
支
援

体
制
を
充
実
さ
せ
、
地
域
に
根

差
し
た
創
業
・
起
業
者
を
ふ
や

す
こ
と
に
よ
り
、
働
く
場
所
の

創
出
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

観
光
資
源
な
ど
の
地
域
資
源

を
活
用
し
た
事
業
に
取
り
組
み

ま
す
。
今
後
も
働
く
場
所
を
確

保
す
る
た
め
に
も
、
特
に
第
一

次
産
業
で
あ
る
農
業
・
漁
業
の

振
興
を
初
め
、
企
業
誘
致
の
推

進
を
図
り
ま
す
。

問
「
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
長

寿
命
化
に
つ
い
て
」
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

答
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
に
伴
う
社
会
ニ
ー
ズ

の
変
化
、
市
が
保
有
す
る
公
共

建
築
物
や
イ
ン
フ
ラ
資
産
な
ど

の
公
共
施
設
の
老
朽
化
の
進
行

や
更
新
時
期
が
集
中
す
る
こ
と

に
よ
り
、
公
共
建
築
物
に
つ
い

て
は
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て

適
正
な
管
理
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

問
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業

に
つ
い
て
は
、
年
々
加

入
率
が
低
下
し
て
い
る
。
加
入

率
が
低
下
す
る
と
公
共
性
が
問

わ
れ
る
が
、
問
題
点
は
何
か

答
新
し
い
高
度
情
報
化
社

会
に
適
応
し
た
住
み
や

す
く
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

的
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
が

整
備
さ
れ
、
浜
岡
地
区
は
平
成

14
年
４
月
に
、
御
前
崎
地
区
は

平
成
17
年
４
月
に
開
局
し
ま
し

た
。加

入
率
は
、
平
成
16
年
の
合

併
時
が
71
・
７
％
、
27
年
度
末

が
58
・
４
％
で
13
・
３
％
の
減

少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

減
少
の
理
由
は
、
平
成
23
年

８
月
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
利
用
料
金
改

定
や
光
ケ
ー
ブ
ル
に
よ

る
民
間
事
業
者
な
ど
の

多
種
多
様
な
サ
ー
ビ
ス

提
供
で
契
約
解
除
者
が

増
加
し
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

今
後
も
最
新
の
設
備

更
新
や
伝
送
路
の
光

ケ
ー
ブ
ル
化
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
多
額
の
費
用

が
か
か
り
、
財
政
運
営

上
困
難
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
必
要
最
低
限
の
設

備
更
新
を
行
う
計
画
で

す
。本

年
度
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
事
業
の
あ
り
方

検
討
会
を
立
ち
上
げ
、

方
向
性
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

７
つ
の
課
題
の
公
約
に
つ
い
て

阿南澄男

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
に
つ
い
て

杉浦謙二

開局から平成 27 年
までの事業費

今後の事業費

平成 10 年～
平成 27 年まで

平成 28 年～
平成 30 年まで

94 億６千万円 17 億３千万円

栁
澤
市
政
「
７
つ
の
政
策
」

１
．
人
口
減
少
お
よ
び
少
子
化
対
策
と
子
育

て
支
援

２
．
教
育
環
境
の
充
実
と
未
来
を
創
る
人
づ

く
り

３
．
福
祉
・
医
療
・
介
護
の
充
実

４
．
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

５
．
産
業
振
興
発
展
と
働
く
場
所
の
確
保

６
．
地
域
の
活
性
化
と
交
流
人
口
の
拡
大

７
．
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
長
寿
命
化

（株）御前崎ケーブルテレビ

問
建
て
替
え
に
か
か
る
費

用
は
ど
れ
く
ら
い
を
見

込
ん
で
い
る
の
か

答
校
舎
建
設
に
24
億

２
、８
８
６
万
６
千
円
で

す
。
既
存
校
舎
の
取
り
壊
し
費

用
な
ど
を
考
慮
し
、
約
33
億
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問
校
舎
建
て
替
え
な
ど
に

使
う
学
校
教
育
施
設
整

備
基
金
の
残
高
は

答
平
成
28
年
５
月
31
日

現
在
、22
億
７
、５
９
３
万

７
、７
４
８
円
あ
り
ま
す
。

問
随
意
契
約
の
公
表
方
法

は

答
御
前
崎
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま

す
。
市
で
は
、
１
３
０
万
円
以

上
の
工
事
、
50
万
円
以
上
の
建

設
関
係
等
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
を
公
表
対
象
案
件

と
し
て
い
ま
す
。
公
表

内
容
は
、
担
当
課
名
、

工
事
名
、
工
事
概
要
、

契
約
締
結
日
、
契
約
の

相
手
方
、
契
約
額
、
予

定
価
格
及
び
随
意
契
約

理
由
で
す
。

問
随
意
契
約
の
割

合
は

答
特
別
会
計
を
含

む
工
事
請
負

費
で
は
、
１
３
０
万

円
以
上
の
工
事
の

全
契
約
額
が
約

17
億
１
、９
０
０
万
円

で
す
。
そ
の
う
ち
６
・

５
％
が
随
意
契
約
で

す
。
50
万
円
以
上
の
建

設
関
係
等
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
業
務
委
託
の
全
契
約
額

が
2
億
２
、４
０
０
万
円
で
す
。

そ
の
う
ち
22
・
３
％
が
随
意
契

約
で
す
。

問
誰
が
業
者
を
選
定
し
て

い
る
の
か

答
各
担
当
課
に
お
い
て

行
っ
て
い
ま
す
。

浜
岡
中
学
校
校
舎
建
て
替
え
に
つ
い
て

随
意
契
約
の
透
明
性
に
つ
い
て

阿形　昭

浜岡中学校

問
早
け
れ
ば
30
年
度
に
は

中
部
電
力
の
発
電
・
小

売
部
門
の
会
計
方
式
が
、
総
括

原
価
方
式
か
ら
一
般
企
業
会
計

方
式
へ
変
更
さ
れ
る
が
、
そ
の

市
内
周
知
度
及
び
市
内
経
済
に

与
え
る
影
響
は

答
こ
れ
ま
で
総
括
原
価
方

式
に
よ
り
、
発
電
所
や

送
電
施
設
な
ど
の
建
設
に
係
る

費
用
と
な
る
資
本
コ
ス
ト
が
担

保
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
す
が
、

総
括
原
価
方
式
の
撤
廃
が
原
子

力
政
策
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な

影
響
が
あ
る
の
か
、
今
後
、
国

の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に

研
究
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。な

お
、
中
部
電
力
の
協
力
会

社
な
ど
関
係
す
る
事
業
者
が
、

こ
の
総
括
原
価
方
式
が
撤
廃
さ

れ
る
こ
と
や
そ
の
影
響
を
ど
の

程
度
認
識
し
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
に
対
し
、
現

時
点
で
は
調
査
を

し
て
お
り
ま
せ
ん

し
、
把
握
も
し
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
、

競
争
激
化
の
可

能
性
に
つ
い
て
も

お
答
え
で
き
ま
せ

ん
。

問
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
転

換
理
解
促
進
事
業
」
交

付
金
申
請
の
進
捗
状
況
は

答
こ
の
事
業
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
国
が

交
付
要
綱
を
作
成
中
の
た
め
、

具
体
的
内
容
が
明
確
に
な
り
ま

し
た
ら
、
対
象
と
な
る
事
業
に

つ
い
て
調
査
・
研
究
を
し
、
積

極
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

中
部
電
力
、

企
業
会
計
方
式
変
更
に
つ
い
て

齋藤　洋


